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部活紹介文書 
・物理部無線班とは？ 

「物理部無線班ってどんな団体？」と聞かれた時、「これだ！」という答えを返すこ

とは難しいです。というのも、時期によって活動内容が代わり、また、長い目で見れば、

メインとなる活動内容も、少しずつ変化を遂げてきているからです。 

この紙展では、そんな物理部無線班の活動内容を整理して、「へんてこだけど、なん

か他になさそうな団体だなぁ」という印象を持ち帰って頂くことを目標にします。 

関係ありませんが、以下の表記で、団体名を一々”物理部無線班”と書くと大変な

ので、麻布内では通じている略称である「物無(ぶつむ)」と、部員のことを「物無員(ぶ

つむいん)」表記させていただきます。 

 

・歴史 

 「麻布学園の 100 年」を参考に、物無のルーツを辿れば、1929 年創立の「自然科学

同好会」に遡れるそうです。さて、その後の歴史―団体名の変遷と活動内容の変化ーを

一つ一つ解説するのは困難です。現役部員ですら、把握できない、長大な歴史の流れが

あるなぁ。という感じですかね。 

 なので大まかな流れを、以下の表にまとめてみました。少々の解説もつけて。 

西暦 or時期 団体名 活動内容 備考 

1929 自然科学同好会 

改称後は「理化学研

究部」 

工場などの見学と、

年に数回の割合で

の研究発表(ヨット

や、ロボット・グラ

イダーなどの発表

があったらしい…) 

様々な「班」に分か

れて活動しており、

このうち「電機・機

会・無線工学班」が

物無のルーツとな

る。この「班」は、

現在の名称に名残

となっている。 

戦時中-戦後 理化学部と改称 ラジオや真空管の

製造工程図などを

文化祭で展示して

いたようだ。 

部全体では無線・物

理・化学・気象・天

文・博物その他の班

に分かれ 100 名の

大所帯を構成して



いたこともあった

らしい…。活動内容

に記したのは、その

うちの「無線班」の

こと。 

1951～ 物理部に再編 文化祭で無線とな

らんで物理・天文の

展示 

無線班・物理班・天

文班に分かれてい

た。航空班さえあっ

たとか。 

1960～ 物理部無線班 当時のアマチュア

無線操作資格をも

つものが大半で、文

化祭発表では、無線

が主たる。無線以外

では、電子管やトラ

ンジスタ装置など

も。 

部は時代によって

興味の対象を変え

るが、総じてアマチ

ュア無線および電

気一般に興味を持

つものの集まりだ

ったらしい。 

毎年 10 回ほど行わ

れるアマチュア無

線コンテストでは、

常に 1,2 位を争っ

ていたようだ。 

1966～ 物理部無線班 無線設備のエキス

パートとしても、麻

布の運動会・催し物

の運営に関わる。 

通産省から譲り受

けたコンピュータ

「AZABAC」を皮切り

にビックプロジェ

クトが始まる。以降

何台か作られるが、

71 年の文化祭で公

開 さ れ た 際 、

「1+1=2」の計算を

AZABAC は物無二大

プロジェクトの一

つとして、現在まで

語り継がれている。 



成功させた直後に

壊れたという逸話

が残っている。 

1973 物理部無線班 シンセイサイザー

の製作を大成させ

た部員現れる。 

当時一般に殆ど知

られていなかった

シンセサイザーを

製作したことで、そ

の権威である博士

が感動し、博士の特

許部分まで見せて

もらったという話

は、物無二大プロジ

ェクトの一つとし

て、現在まで語り継

がれている。 

80年代以降～ 物理部無線班 無線班と名乗るも

のの、様々な電子機

器を自ら設計・製作

することが主とな

る。 

この流れのまま、現

在の物理部が引き

継がれる。 

 主たる活動が無線→電子回路・電子機器製作に変化していった歴史がおわかり頂け

たと思います。また、今でこそ高度な技術が用いられたスマートフォンに代表される

電子機器はありふれていますが。60-70年代などの当時は、コンピュータの概念が一般

に浸透していなかった時期から、時代の最先端を追いかけていた、と言えるでしょう。 

  

では、現在の物無はどのような活動をしているでしょうか。いくつもあるのですが、

物無の 1年を「夏期間」と「冬期間」に二分して、その内容を紹介していきたいと思い

ます。 

・物無の 1年(夏) 

文化祭---------合宿--------------------------------------企画書提出----→9月 

 夏期間、と言いましたが、これは主に「製作をしない期間」と理解して頂ければ問題

ないと思います。この製作をしない期間中何を行うかを写真とともに紹介していきた

いと思います。 

①インドアの活動 



 夏期間の重要な目的、即ち製作を差し置いて行う行事の意義を考えると、「部員間交

流」の促進が上げられます。この期間中、部員は毎日先輩・後輩が交わりつつ、それぞ

れ協力し合えるゲームに興ずる時間が大半です。(左：夏期間の風景) 

 やるゲームは主にトランプで、ナポレオンや

スペードなどのチーム戦ゲーム、ハーツやセブ

ンブリッジなどの対戦ゲームなどがあります

が、4-5人で卓を囲み、戦略的に対戦するもの

がほとんどです。 

 また、トランプ以外のボードゲームだったり、

人狼やウィンキーなどの 10 人程度の大人数で

行うゲームも、部員の状況によって行います。

気になる方がいらっしゃいましたら、是非物無員(展示員)に夏期間について質問して

みて下さい。 

②アウトドアの活動 

 夏にずっとこもっているのもつまらない

ので、物無員の状況によって、外に遊びに出

ることが多々あります。公園で鬼ごっこ、ド

ロケイを行ったり、グランドでサッカーした

り、野球(左)したりといろいろありますが、

物無の代表的なスポーツはバレーボールと

いう事になっています。 

 なぜバレーボールをやるのか、よく分かっていないのですが、ともかく、中 1 から

高 2 までの学年が役割を持って、試合できるスポーツだということが大きいのだと思

われます。新しく入部した物無員は、ボールの受け方を教わり、ゆくゆくは激しいスパ

イクが打てるようになれます。夏期間だけでなく、バレーボールは何処かに遊びに行

った時、「誰かがボールを投げれば、誰かが自然と打ち返す」という雰囲気で盛んに行

われます。 

 ちなみに、麻布内では、「物理部バレー班」とからかわれるほど

行っていたバレーボールですが、グラウンドのバレーコートが潰

されたことにより、個々数年下火になってしまい、また、部員の

技術も落ちてしまいました。が、最近はほそぼそとではあります

が復活をとげて、「一般人の出来」以上、「運動部が Felling でや

った出来」以下の実力は保てています。左は、旧バレーコートの

風景と、下は、現在のバレーに興じる部員です。 



 

③部員間講習 

 すぐに製作を行わず、夏期間というクッ

ションを挟む理由として、製作のための「部

員間技術伝達」に時間をとるため、という

ことが上げられるでしょう。この間、中学

3 年生と高校 1 年生を講師として、中学 1

年生と中学二年生を生徒に、「授業」が行わ

れます。ちなみに、テストもあり、真剣な

雰囲気で行われます。 

※左上は、「電波講」と言いまして、アマチ

ュア無線試験に合格するための講習をしているところです。 

④合宿 

 物無には文化部にも似合わず「合宿」が存在します。これは、無線を主な活動内容と

していた頃からの名残であり、昔は無線機を持って山歩きをする内容でしたが、現在

は「電気の大切さを知る」ことを名目に、キャンプ場で、山登りをしながら極力電気を

使わない(例えば、食事は物無員がみんなで火おこしから初めて、自炊します)生活を

行います。夏期間最大のビックイベントで、小学校に入部して間もなかった中 1 がた



くましくなる場所でもあります。 

 

上は、現在の部長が中 1のころの合宿の写真です。パンケーキを盛り付けていますね。 

 さて、夏期間の紹介は以上となります。総括すれば、紹介した全ての活動で、高 2か

ら高 1まで、各学年で固まってしまうこと無く、混ざりあって遊んでいる/学んでいる

という期間になりますね。さて、夏期間の「部員間交流」で仲良くなり、互いに知り合

った物無員は、いよいよ製作期(冬期間)を迎えます…。 

 

・物無の 1年(冬) 

 文化祭で展示されている様々な製作物は、文化祭での発表を大きな目標として、夏

期間の末に「企画書」を提出し、個人あるいは共同で製作されたものです。数々のユニ

ークな製作物は、もう展示で見て頂けたでしょうか。ここでは、様々な物無員の視点に

立って、製作の過程となる風景をご紹介します。 

①中 1の視点 

 さて、中 1 が製作するものはある程度決まってます。部内では通称「中 1 ゲーム」

と呼ばれていますが、これは、コンピュータを介さずに電子ゲームを製作するものす。

純粋な H/L 信号でのみのデジタル回路の回路図は、複雑になります。ここで代表的な

中 1ゲームの回路図の一部を見てみましょう。 



一部、といったとおり左の回路は断片で

す。このような回路が無数にあるのが、

「中 1ゲーム」というものです。もちろ

ん、講習を受けた中 1でも、0から自分

の回路を設計するのは困難です。そこで、

中 3の物無員が「回路図設計者」という

役職について、それぞれ担当の中 1の回

路図を設計、中 1に製作の実践を監督し

つつ、回路図の意味なども教えていきます。 

 左の写真は、制作風景の一部。奥側に、中 1ゲームに発生したバグを

検証しているのが見えるでしょうか。 

 このようにして作られる中 1ゲームは、前述したように、古典的な電

子ゲームであるため、もっともインターネットなどで情報が少ない(個人で作りづら

い)製作物だと言えるかもしれませんね。 

②中 2以上の視点について 

 中 2 以上は、何を作るか(ロボット or ゲーム or コンピュータ)について、殆ど自由

になります。そういう雰囲気ですから、現実に役に立つかの視点を度外視して、面白い

製作物ですとか、ロマンのある製作物を追求できるといえるでしょう。 

物無員の過半数は、「共同制作」という製作形態を取ります。これは、先輩と後輩が

一つの製作物に取り組み、協力して製作しながら、製作技術を伝承していくという形

態ですね。 

さて、展示されている製作物は見てくださったでしょうか。ここでは、いくつか制作

風景の写真を掲載しておきます。(左下：中 1ゲーの作り方を議論する) 

(右下：自転車の初期) 

 



(左：いつもこうしてるわけで

はないですが、一つの卓に密

集して製作した時。製作し柄

も、近くの人と雑談している。

人によって製作物は様々。作

業内容も様々。) 

 

 

 

 

 

③特殊役職の視点 

 文化祭で販売されている売り物、チカチカなどがありますが、これもすべて物無員

の手作りです。例年中学 2 年生が製作・量産するもので、これには部全体で協力する

ことがしばしばあります。以下は製作風景です。 

＜チカチカと売り物の写真貼っておいて！＞ 

④後片付け 

 物無の製作は物理大実験室という教室を借りて

のものですが、製作の過程で、どうしても汚して

しまします。なので毎日、掃除を行っています。左

は毎日の散らかし用です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文化祭まで～直近の活動～ 

 さて、現在の物無最大の発表の場所はやはり文化祭です。その上で、直前にはどのよ

うな活動をしていたかを説明すると、以下のようです。 

①新中 1とこんにちは！ 



4月になると入学式。学年が

一つ上がると同時に、新中 1が

やってきます。 

彼らにはまず、「チカチカ」

を無料でやってもらって、物無

員みんなで迎えます。 

 

 

左：チカチカをみんなで教える 

 

 

 

左：中 2が中 1に関わっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

②文化祭準備！ 

 やはり、直近では文化祭準備を

専らとしていました。左の写真は、

内外装の用意ですね。中 1 に高学

年が話しかけつつ、少しずつ進め

ていきます。僕たちは、今日この場

で文化祭に展示できていることを、

誇りに思います。 

 

 

 

 

・結局物理部無線班とは？ 



今までに、物理部無線班がどのようなものか、紹介していきました。皆さんの目に

は、僕たちはどのように映るでしょうか。もちろん、この紙展だけではよくわからない

こと、質問したいことがあるかと思います。そういうときは、是非展示員(物無員)に話

しかけてみて下さい。きっとそれぞれ違った、面白い答えを返してくれることでしょ

う。最後までお読み頂き、ありがとうございます。 





 


